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認定ＮＰＯ法人たすけあいの会ふれあいネットまつど 

 

 

 

≪8つの柱の活動・事業の振り返り（まとめ）≫ 

第 1の柱 －会員組織の拡大と会員活動を活発に  
 

１．定期的なボランティア説明会を開催することができ、新入協力会員の

増加につながりました。 

（１）協力会員については年間 10 人の入会を目指しましたが、今年度は１６人の入会となり定期的な

ボランティア説明会や会員の紹介などの成果が現れました。 

（２）利用会員は昨年の８割にとどまりました。コロナ感染拡大の中、現有会員の要望には出来るだけ

応えるような活動を目指しました。 

（３）入会実績 

№ 種 別 
２０２０年度 

入会数 

２０２１年度 

入会数 

２０２０年度 

期末在籍数 

２０２１年度 

期末在籍数 

1 ふれあい会員（利用会員） １４ １１ ２２０ １８３ 

2 正会員（協力会員） ８ １６ １１２ １０６ 

3 賛助会員 ０ ０ １９ １７ 

4 合 計 ２２ ２７ ３５１ ３０６ 

 

２．緊急事態宣言やまん延防止等重点措置のため 

  会員活動が充分にできませんでした。 
（１）毎月の誕生会、恒例の敬老会・新年会、などの会員交流活動は感染拡大防止の観点から中止

といたしました。 

（２）今年度も誕生月に会員を招待して開催していた誕生会はできませんでした。毎月お祝いの誕生

カードをお送りし喜んでいただきました。 

（３）敬老会や新年会は企画からプロジェクトで取り組み参加者も楽しみにしていましたがコロナ感染拡

大の影響で残念ながら中止にいたしました。2 年に渡って会員の交流ができないことは、利用会

員の減少に表れていると思います。 

（４）会員研修活動として、新入会員研修会、運転者研修会を行いました。 

 

 
（２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日） 

 

第 1号議案 



 

 

 

 

第２の柱-たすけあい活動、運営への会員参加 

１．たすけあい活動(有償ボランティア)は、長引くコロナ禍の元、 

  利用者・協力者・活動時間ともに現状維持を目指しました。 
（１）ふれあいサービスは、利用人数は、前年度比 １０３ ％と微増となっています。今年度もコロナの

影響は少なからず時間数に現れましたが、ワクチン接種会場への送迎にお応えするなど移動困

難な方への支援を実施することができました。生活援助サービスについては昨年度と同程度となっ

ています。 

（２）利用会員入会は、新規協力会員の入会もあり対応できる範囲で増やすことができました。 

（３）デイサービス送迎はボランティア会員の協力でスムーズに行えました。デイサービス利用人数の増

加に伴い大型車を導入することができました。 

２．高齢協力会員問題 
（１）ふれあいサービスのうち移動サービスの主力が、７５歳～７９歳台が全体の 37 ％を占め、次世代

の担い手に引き継ぐ必要があります。 

（２）移動サービスの定年を迎えた会員が新しい分野での活動により、生きがいを見つけていつまでも元

気で活躍できる場の提案ができました。 

（３）ふれあいサービス 

種類 ２０２０実績 ２０２１実績 前年対比 

利用 

者数 

（人） 

移動サービス ５０１ ５３２ １０６％ 

生活援助サービス １２４ １１２ ９０％ 

合 計 ６２５ ６４４ １０３％ 

協力 

者数 

（人） 

移動サービス ２０４ １７６ ８６％ 

生活援助サービス ８２ ８９ １０９％ 

合 計 ２８６ ２６５ ９３％ 

時間

数 

 

移動サービス ２１８７ ２２９８ １１１％ 

生活援助サービス ４３８ ２９６ ６８％ 

合 計 ２６２５ ２５９４ ９９％ 

るんるん送迎（回） １２９１ １８９９ １４７％ 

※るんるん送迎の 2020年は実績は 6月～3月の 10か月分です。 

※ふれあいサービスは 2020年度 4月分は休止のため 2020年度は 11か月分です。 



 

 

 

第３の柱 － 制度サービスは包括的視点の強化を図る 

（１）訪問介護 －月２００時間の提供を目標に活動しましたが、昨年実績に到達することができませ

んでした。現有資格者から少ない時間でも活動できるヘルパーに依頼するなど工夫して取り組み

ました。 

月 1回連絡会議を開催でき研修会も定期的に開催できました。 

 

（２）居宅介護支援 ー ケアマネージャーは下半期に１名の入職があり５名の体制となりました。担当

件数では １６５件となりました 

 

（３）ケアマネージャーは、週１回の連絡調整会議を持ち、インフォーマルサービスや、医療との連携がス

ムーズにできるようになってきました。また、更新研修にも積極的に参加し研鑽を積むことができま

した。 

 

（４）（障害福祉）計画相談支援 － プラン・モニタリング件数１４６と現行の利用者を基本に支援す

ることができました。 

 （制度サービス） 
 

 

種 別 
提供時間数 利用人数 

２０２０実績 ２０２１実績 前年対比 ２０２０実績 ２０２１実績 前年対比 

居宅介護支援    １６９０ １７１７ １０２％ 

訪問介護 １８１９ １６９３ ９３％ ２９２ ３０２ １０３％ 

通所介護 １２８９ １９０１ １４７％ １８２ ２５８ １４１％ 

相談支援    ４６８ ４１１ ８７％ 

合 計 ３１０８ ３５９４ １１５％ ２６３２ ２６８８ １０２％ 



 

 

 

第４の柱 – みんなんちは地域交流の拠点に 

１．みんなんち 

（１）今年度もコロナ禍で、活動が思うようにできませんでした。８月～９月、１月～２月末まで休止する

ことになりましたが、待ち望んでくださっていた方々で予約受付日には電話が殺到しています。 

（２）健康麻雀は密を避けるため、午前中のみ２卓までの開催といたしました。 

（３）火・木の週２回の開催ですが、多彩な講座に常連の方に加え、市民センターなどに配架されてい

る「みんなんち日記」を見ての参加者も増えています 

 講座活動 

№ 項目 参加人数 

1 習字（月１回） ２３ 

2 うたごえ（月１回） １６ 

3 ピアノで歌おう（月１回） ６３ 

4 手芸（月１回） ４５ 

5 オカリナ（月１回） ４６ 

6 絵手紙（月１回） ５６ 

7 映画鑑賞（月１回） ３２ 

8 カンタン！スマホ教室（月１回） １９ 

９ 健康麻雀（月１回） １１１ 

 合計 ４１１ 

２．くらしの保健室 

（１）毎月第４木曜日を１日、「まつど暮らしの保健室」オープンデイとし、午前中は PT.（理学療法士）

による「カラダのこと個別相談」、午後は認知症当事者や家族などが情報交換できる「認知症家族

サポートサロン」を開催しました。 

（２）「認知症家族サポートサロン」は認知症の家族を介護されている方々の居場所として、また認知

症の当事者の方も一緒に過ごせるサロンとして定着してきています。 

（３）Mi-projectとの共同企画、月一企画はコロナの感染拡大により開催できませんでした。 
 

３．「えがお集まるみんなんち」 

（１）子ども食堂との協働による、「えがお集まるみんなんち」は年々地域の子どもだけでなく、赤ちゃん・

子育て中ママパパ・高齢者などが楽しみに集まる多世代交流イベントになっていましたが、コロナ

感染拡大のため今年も開催できませんでした。 
 

４． 地域交流の場として、「みんなんち広場」を開催 

（１）1 年を通じ、予定していたイベントは開催できませんでしたが、少しコロナ感染の収束の兆しが見え

始めた 12月に初めての試みとして「みんなんち広場」マルシェとうたごえコンサートを開催しました。 

（２）金ケ作に移転して 4年地域の方々との交流ができ、ふれあいネットまつどを知ってもらういい機会に

なりました。 



 

 

 

第５の柱 -デイサービスるんるんの活動を充実させます 

（１）緊急事態宣言・まん延防止等重点措置期間も、コロナ感染対策を徹底し１年間ふれあいデイサ

ービスるんるんは休むことなくオープンすることができました。 

（２）運営コンセプトである「利用者も介護者もなんかほっとする居心地の良い」デイサービスを目指し活

動することができました。 

（３）月１回るんるんスタッフ・看護師・PT.などが参加する全体会で情報の共有を行いました。 

（４）１日の利用人数は最多１６名となり机の配置を検討しないと安全な移動も厳しい状況です。 

（５）土曜日の言花は５名となりました。 

（６）１年間を通じ様々な企画により、利用者が楽しく過ごせることができました。 

（７）12月からは利用者増にともない大型車両導入し、添乗スタッフとともに送迎できることになりまし

た。 

（８）常勤の看護師を配置することができました 
 

  デイサービス月別利用者数 

 

 
営業日 利用者数 

延べ人数 
行事等 

４月 
１７ １４９ ２１世紀の森 

ゆいの花公園へお出かけ 

５月 １７ １５２  

6月 １７ １４５ るんるん１周年記念植樹 

7月 １８ １５５ １周年記念祝いの会 

8月 １６ １５９ るんるん夏祭り 

おでかけブルーベリーファーム 

9月 １７ １６１ 避難訓練・彼岸花 

10月 １８ １６９ おでかけ 江戸川コスモス畑 

 テラスモールショッピング 

11月 １７ １７５ 高次脳自助グループとのオンラインレク 

移動デパートで買い物 

12月 １６ １５４ クリスマス会 

1月 １６ １５６  

2月 １６ １５４  

3月 １６ １７２ 移動デパートで買い物 

合計 ２０１ １９０１  

 



 

 

 

第６の柱 –教育・研修活動の充実強化を図ります。 

1．福祉有償運送運転者講習会を２回開催しました。 

（１）今年は県の「元気シニア活躍サポート事業」の助成事業がありませんでしたが、福祉・介護の人材

養成事業として、福祉有償運送運転者講習会を 2回開催。１９人を養成しました。 

（２）松戸市福祉有償運送運営協議会の役員に就任し、松戸市福祉有償運送事業に協力すること

になりました。任期は令和３年４月１日～令和５年３月３１日です。 

 

２．会員を対象に、移動サービス運転者研修会を１回開催しました。 

（１） 毎年、年２回移動サービスにかかわる協力会員対象の運転者研修を行っていましたが、今年は

１回のみ開催となりました。 

（２） 今回は講師が同乗しての運転技能確認と高齢者疑似体験を行いました。 
 

第７の柱 - 東日本大震災被災者支援活動 

１．被災者が主体となったサロンの運営が軌道に（宮城県東松島市） 

（１）宮城県東松島市被災者支援・交流活動として、牛網地区においてコミュニティサロン「東松島み

んなんちクラブ」にて、サロン、百歳体操や裂き織り教室、を毎月開催(延べ７９７人参加)、地域コ

ミュニティ再生に役立つ活動になっています。ふれあいネットまつどからは、運営の協力としてチラシ

作成等行いました。 

（２）今年はコロナにより他県への移動は控えなくてはならず、事務局・役員の派遣支援はできませんで

した。 

（３）昨年に引き続き、今年度もコロナ感染が落ち着いたら交流できないかと模索しましたが、かないま

せんでした。 

２．多彩な「東松島みんなんちクラブ」の活動 

みんなんちクラブ（サロン活動（毎月第 4金曜日）） 10回 125名 

みんなんちピンポンクラブ（隔週月曜日） 17回 120名 

東松島 100歳体操（毎週火曜日） 41回 443名 

料理教室 （不定期） 3回 29名 

裂き織（月 1回） 10回 60名 

日帰りバスツアー（年 1回） 1回 11名 

多肉植物鑑賞をしよう（年 1回） 1回 9名 

延べ参加人数  ７９７名 

 



 

 

 

第８の柱 -役員体制・事務局機能の強化 

（１）今年度は３名の新規役員を加え、役員体制の強化をはかりました。理事１３名、監事２名の体制

となりました。うち６名は女性役員です。 

（２）役員は年間行事を担当制にし、各担当役員がプロジェクトチームとして企画から運営していく体制

で進めました。ただし、コロナ感染拡大のためイベント中止となり残念でした。 

（３）週１回企画会議と月１回のスタッフ会を開催し、事務局の情報共有を図り円滑に業務を進めるこ

とができました。 

（４）懸案であった職員就業規則を現状に合ったもので作成することができた。 

（５）事務局体制について若手を事務局長、次長に登用し事務局機能の強化をはかりました。 

 

 

 

 新型コロナ感染対策の取り組み 

昨年に引き続き今年度も新型コロナウイルス感染拡大に対しての対策を継続いたしました。 

会員・ご家族の皆様へ 

１．「体温測定票」を会員に配布し、毎日朝の体温を測定していただくようお願いしました 

２．検温の結果、送迎等サービス利用日に発熱・咳、くしゃみ、鼻水その他の体調不良の症状が

ある場合、事務所に連絡を依頼。同居の家族が同様の体調不良の場合 も同様。 

３．送迎時の車両の窓の換気。 

４．マスクの着用・手指消毒・車両の消毒等の徹底。 

事務局の対策 

１．37℃以上（または平熱より１℃以上高い）場合は自宅待機。 

  ２．サービス提供に使用する設備及び物品は定期的に消毒。 

  ３．事務所の定期的な換気 （CO2感知器による可視化） 

  ４．勤務外においても、自分・大切な人・社会を守るための新しい生活様式の実践 

  ５．月1回のPCR検査 


